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研究成果の概要（和文）：本研究では、小児緩和ケアの対象となる子どもに学び支援を行う人材を養成し、その
効果を明らかにすることを目的としていた。研究期間を通じて毎年、緩和ケアの対象となる子どもに学び支援を
提供するボランティア養成プログラムの計画・実施を行った。各プログラム内容は前年の取り組みを参考にして
よりよいものへと修正を行った。さらに、プログラムに参加した者が、ホスピス施設で子供に学び支援を行った
効果についてインタビューと参与観察をもとに検証を行った。以上の結果をもとに小児緩和ケアの対象となる子
供への学び支援の多様な役割について言及した。

研究成果の概要（英文）：This study’s objective was to train personnel to provide learning support 
for children receiving pediatric palliative care and to clarify its effects. In every year of the 
study period, a training program was planned and implemented for volunteers to provide learning 
support to children receiving palliative care. The content of each program was amended to make 
improvements with reference to the results from the previous year. Furthermore, the effects of the 
program on participants carrying out learning support with children in hospice facilities were 
verified based on interviews and participant observations. As a result, the diverse roles of 
learning support for children receiving pediatric palliative care were clarified.

研究分野： 病弱教育
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の取り組みでは、緩和ケアの対象となる子供に学び支援を行う学生ボランティアを養成しながら、子供の
ホスピス施設にて継続的に学生が活動する機会を提供してきた。学生ボランティアの振り返りや利用者の様子か
らは研修が効果的であったこと、また研修を活かした学び支援が行われたことが示唆された。そして、緩和ケア
を必要とする子どもの個別的な学びの役割やその意義についての言及を行った。本研究の取り組みで得られた成
果は、他の小児緩和ケア施設において学びを提供する人材育成プログラムやその後の活動を検討するうえでの参
考資料となることが期待される。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
（1）小児医療の進歩によって、小児がんや小児神経難病等の命を脅かされる病気（LTC：
Life-threatening Condition：以下、LTC）を有する子供たちの入院期間は短縮化傾向にあり、
結果として、退院後も継続的に在宅で治療管理を行いながら暮らす LTC 児が増加している。近
年では、入院中は院内学級等での教育サービスが提供されやすくなっている一方、退院後は、
頻回な外来通院や易感染性等のために学校に十分に通えなかったり、通っている場合も学習面
や人間関係等で厳しい状況に陥っているケースがあることが注目され対応が求められている。 
 
（2）我が国では LTC を有する子供等への小児緩和ケアの充実が重点課題となっており、それ
ぞれの領域で多様な取り組みが進展している。研究開始当初には「子供のためのホスピス施設」
の設立に向けた動きがいくつかの地域で活発化していた。今後、我が国の小児の緩和ケアの方
向性を検討するうえでは学びの要素を抜きにして語ることは難しく、医学的配慮や心理社会的
状態に即応しながらの学びが提供できる人材を養成し、その効果を検証することが重要である
と考えられた。なお、本研究で使用する「学び」とは、「学習」や「教育」に近い言葉として用
いているが、「学び」には「子ども自身の主体的な営み」、「学び手にとって何らかの意味で『よ
くなる』」ことが意図されるため（佐伯，1995）、本取り組みの趣旨に沿った「学び」という表
記を用いる。 
 
２．研究の目的 
本研究の主要な目的は、小児緩和ケアの対象となる子供にとってのホスピス施設内における

学びの提供の役割を明らかにすることであり、具体的には以下の 2 点であった。1 点目につい
ては緩和ケアの対象となる子供に学びを提供するボランティア研修プログラムを構築・実施し、
効果の検証を行った。主な測定指標は①研修が受講者に与えた影響、②受講者の活動への自信
の程度の変化、③活動における援助要請能力とした。2 点目については研修後のホスピス施設
内での学びの提供の役割と意義の検証を行った。 
 
３．研究の方法 
（1）研修プログラムの効果測定 
①調査内容：各講座終了後に質問紙を配布し、 各回の内容の感想について自由記述で回答を求
めた。分析方法はテキストマイニングによる分析を行った。KH coder を用い、テキスト化し
た自由記述内容の文章内にある語句の出現回数を算出した後、共起ネットワークのコマンドを
用いて、語の関連性の分析を行った。 
 
②調査内容：「学び支援への自信を程度」を測定する 15 項目を設定し､5 件法で回答を求めた｡
研修開始前と研修修了後にアンケート用紙を配布し、因子分析を行った。また対象者に振り当
てた個人番号を用い､研修前後の対象者内要因の変化を検討した｡ 
 
③調査内容：被援助志向性尺度（田村・石隈，2001）の各項目について 5 件法で、 援助要請
スキル尺度（本田，2010）についての各項目について 4 件法の評定を依頼した。援助希求を扱
う回の前後にアンケート用紙を配布し、対象者に振り当てた個人番号を用い､対象者内要因の変
化を検討した｡ 
 
（2）研修後のホスピス施設内での学びの提供の役割と意義の検証 
調査対象者は、研修終了後にホスピス施設での活動を継続的・定期的に行ってきた学生とし

た。データの収集方法としては参加観察とインタビューを用いた。参加観察及びインタビュー
共に、月に 1 度行われた集団プログラムの活動に焦点を当てた。 
 
４．研究成果 
（1）研修プログラムの効果測定 
①得られた感想には、グループでのロールプレイやワークに関する内容が多く認められた。病
気の子供や家族、あるいは支援する立場の心理状態を疑似体験することによって深い理解が得
られ、印象に残りやすいことがうかがわれた。自らの子供との関わり方を想像する中で、過去
の自分の言動を振り返り今後の活動に活かそうとする姿勢が多数認められて。以上より、今後
の研修会においてもアクティブラーニングを取り入れることの有効性・重要性を指摘した。 
 
②因子構造を解明するために因子分析を実施した｡因子負荷量および､スクリープロットの落ち
込みと､解釈可能性から総合的に判断した｡研修前と研修後の学生の自信の程度の変化を分析す
るため､因子ごとに平均値を算出し､t 検定を実施した｡因子分析によって以下の４つの因子が
抽出された。「自己・他者の心理面の理解」、「子どもの学習への配慮」、「子どもの身体面・医学
的配慮の理解」、「子どものホスピスの意義理解」であった。t 検定の結果、全ての因子におい
て研修後の方が､有意もしくは有意傾向で自信が向上していた｡ 
 



③研修を受けることで、「援助関係に対する抵抗感の低さ」、「援助要請スキル」の 2 つは向上
し、「援助の欲求」においては低下することが明らかになった。研修後は多くの参加者が相談す
ることに前向きとなり、ただ助けて欲しいと「思う」だけでなく、実際に相談するという「行
動」に移すことができるようになったためと考えられる。ケアを担う立場である大学生が精神
的健康度を保ちながら活動し続けることは、ホスピス施設を利用する子供たちにも安心感を与
えることが予想される。今後の課題として、実際に活動するボランティア学生が、援助要請を
具体的にどのように行っているのかを明らかにすることの必要性を指摘した。 
 
ボランティア研修会は毎年開催され、研究期間全体を通じて総計 159 名が受講した。研修の

内容や回数は、前年度の結果（研修後の評定やホスピス施設での活動）に基づいてブラッシュ
アップがなされた。大きな変更点としては、研修日数が 5 日間から 3 日間へと変更された（研
修回数は変更なし）こと、研修内容にきょうだい支援に関する内容、ボランティア学生のメン
タルケアに関する内容、実践例のビデオ視聴に基づいた解説が加えられた点である。各年の講
義内容は関係者の討議によって決定され、狭義の学習支援に関する内容のみならず、医療、福
祉、心理社会面など多様な側面が扱われた。各回の内容は、知識と実践とが結びつきやすいよ
うにグループワークやバズセッション、ロールプレイ等を取り入れたアクティブラーニングの
要素を組み入れた。本研究の研修に参加した学生の大部分は、将来的には、院内学級や小児病
棟での勤務を希望するものが多く、そこでは生命を脅かす疾患を持つ子供や難病の子供と関わ
る機会も予想される。本研究の研修に参加しホスピスで活動を行うことで、病気の子供の心身
に即応したかかわりの出来る実践力を獲得した人材が教育現場に輩出されることは、今後の病
弱教育や小児医療の充実に貢献することが期待される。 
 
（２）研修後のホスピス施設内での学びの提供の役割と意義について 
ボランティア学生は利用者に対して「共にいることで安心感を提供すること」、「身体接触に

よるコミュニケーションを行うこと」、「大人の失敗する姿を意識的に提示すること」、「子供の
選択を重視した関わりを行うこと」、「活動に対して正のフィードバックを行うこと」、「未来へ
の展望イメージを与える」といった事前研修で重視されていた関わりを提供しており、利用者
が「よい人生」を送るために重要な役割を果たしていることがうかがわれた。対象者の中には
活動する中でボランティアとしての自分の役割に意義を見出しにくくなる時期があったが、事
前研修で学んだ内容を振り返ることで自らの果たす役割についての意味を導き出していた。ま
た、利用者の心身に即応しながらの関わりが提供されるためには、ボランティア学生が心理的
に安定した状態で活動することが重要であり、そのためには「他ならない自分だからこそ」で
きた関わりを本人が自覚できるようなフィードバックを行うことの出来る存在が重要であるこ
とを指摘した。 
 
（3）まとめ  
本研究の取り組みでは、緩和ケアの対象となる子供に学び支援を行う学生ボランティアを養

成し、子供のホスピス施設に継続的に学生を派遣してきた。学生ボランティアの振り返りや利
用者の様子からは研修が効果的であったこと、また研修を活かした学び支援が行われたことが
示唆された。そして、緩和ケアの対象となる子供にとっての個別的な学びの役割を検証する中
で、緩和ケアにおける学びの役割は、絶対的なものがあるわけではなく、刻々と変化する子供
の心身の状態や、家族の思い、配置されているスタッフの各専門性によって、相対的に決定さ
れていくことがうかがわれた。本研究の取り組みで得られた成果は、他の小児緩和ケア施設に
おいて学びを提供する人材育成プログラムやその後の活動を検討する際の参考資料となること
が期待される。今後は、LTC の子供の状態に即応した支援を行うことのできる多様な人材を継
続して育成し、子供のホスピスで求められる内容や時期に応じて適材適所で活躍できるシステ
ムを構築することが求められる。 
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・岡崎 伸 病気や障害を持つ子のトータルケア: 医療、教育、福祉とスペシャルケア,大阪の
医療的ケアを必要とするこどもと家族を支える看護研究会 ,2017 年 7 月 
・新家一輝 重い病気を抱える子どもたちの遊ぶ機会・学ぶ機会を届けるボランティア育成事
業，病気を抱えた子どもの気持ち，2017 年 5 月． 
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